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論文内容の要旨
本論文は、分子集合体における両親媒性アザスチルベン化合物の光化学に関する研究をまとめたものであり、緒論、
本論 4 章、結論からなっているo
緒論では、本研究の目的と意義およびその背景について述べ、とくに光機能性両親媒性化合物の重要性と分子スイッ
チとしての応用に関するこれまでの報告例を紹介し、さらに、本研究の概略についても示している。
第一章では、疎水鎖にスチルベン、スチリルピラジン、スチリルピリジン基をそれぞれ導入した 3 種類の両親媒性
化合物を合成し、水分散系における会合挙動について検討しているo その結果、スチルベン誘導体とスチリルピリジ
ン誘導体は二分子膜中で発色団同士が“Face-to-edge" 積層した“H" 一型会合体を形成するが、スチリルピラジン
誘導体は二分子膜中で発色団同士が“Face-to-face" 積層した非常に特異的な“H" 一型会合体を形成することを明ら
かにしている。即ち、ピラジン基での多極子モーメントが発色団同士の“Face-to・face" 相互作用に有効に働いてい
ることを明らかにしているo
第二章では、スチルベン誘導体とスチリルピラジン誘導体の二分子膜に波長300nm 以上の光を照射して光反応性
について検討し、スチリルピラジン誘導体の二量化反応速度がスチルベン誘導体にくらべ、劇的に速いことを明らか
に.している o さらに、これらのこ量体に波長254nm の光を照射してその逆反応である解裂反応についても検討した
結果、スチルベン誘導体の場合はこの逆反応が起こらないのに対し、スチリルピラジン誘導体の場合はこの逆反応が
容易に起こり、 2 種類の異なる波長での光照射によって可逆的反応性を示すことを明らかにしている o
第三章では、 3 種類の両親媒性化合物を DPPC の二分子膜媒体中に希釈させ、波長300nm 以上の光照射による光
反応'性について検討し、スチリルピラジン誘導体が希釈系でも強い“Face-to-face" 積層構造を取り、特異的な二量
化反応性を示すことを明らかにしている o また、ベシクルの二分子膜中でのこ量化反応は内包物の流出を抑制するこ
とも明らかにしている。
第四章では、スチリルピラジン誘導体の異なる波長の光照射による可逆的反応性をベシクルの二分子膜中に組み込
み、 300nm 以上の光と 254nm の光を交互に照射してベシクル内包物の流出の促進一抑制を制御することに成功して
いる。
結論では以上の結果についての総括を記している。
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論文審査の結果の要旨
本論文は、分子集合体における両親媒性アザスチルベン化合物の光化学に関するものであるo 主な成果を要約する
と次の通りである。
(1) 疎水鎖にスチルベン、スチリルピラジン、スチリルピリジン基をそれぞれ導入した 3 種類の両親媒性化合物を合
成し、水分散系における会合挙動について検討しているo その結果、スチルベン誘導体とスチリルピリジン誘導体
は二分子膜中で発色団同士が“Face-to-edge" 積層した“H" 一型会合体を形成するが、スチリルピラジン誘導体
は二分子膜中で発色団同士が“Face-to・face" 積層した非常に特異的な“H" 一型会合体を形成することを明らか
にしている。即ち、ピラジン基での多極子モーメントが発色団同士の“Face-to-face" 相互作用に有効に働いてい
ることを明らかにしているo
(2) スチルベン誘導体とスチリルピラジン誘導体の二分子模に波長300nm 以上の光を照射して光反応性について検
討し、スチリルピラジン誘導体の二量化反応速度がスチルベン誘導体にくらべ、劇的に速いことを明らかにしてい
る o さらに、これらの二量体に波長254nm の光を照射してその逆反応である解裂反応についても検討した結果、
スチルベン誘導体の場合はこの逆反応が起こらないのに対し、スチリルピラジン誘導体の場合はこの逆反応が容易
に起こり、 2 種類の異なる波長での光照射によって可逆的反応性を示すことを明らかにしているo
(3) 3 種類の両親媒性化合物を DPPC の二分子膜媒体中に希釈させ、波長300nm 以上の光照射による光反応性につ
いて検討し、スチリルピラジン誘導体が希釈系でも強い“Face-to-face" 積層構造を取り、特異的な二量化反応性
を示すことを明らかにしているo また、ベシクルの二分子膜中での二量化反応は内包物の流出を抑制することも明
らかにしている。
(4) スチリルピラジン誘導体の異なる波長の光照射による可逆的反応性をベシクルの二分子膜中に組み込み、 300nm
以上の光と 254nm の光を交互に照射してベシクル内包物の‘流出の促進一抑制を制御することに成功している o
以上のように、本論文は分子集合体における両親媒性アザスチルベン化合物の光化学について述べたものである D
これらの成果は、機能性界面活性剤分野だけでなく、広く超分子化学、さらには光感応性素材科学の分野に対しても
貢献するところが大きい。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
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